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I. 糖尿病遺伝素因の統合的解析と治療法の開発 

我々は転写因子 hepatocyte nuclear factorの遺伝子異常により糖尿病が発症すること（Nature 1996a, 1996b, 

Nature Genet. 1997, Cell Metabolism 2005）や、KCNQ1 遺伝子多型が２型糖尿病の疾患感受性に関与して

いることを明らかにした（Nature Genet. 2008）。また低酸素がインスリン分泌を障害することも明らかに

している（JBC 2011, 2017, EMBO Rep 2023）。これら分子による代謝制御の全貌を解明することで、生活

習慣病の代表で ある２型糖尿病の成因を明らかにする。 
II. SIRT を標的としたインスリン抵抗性・メタボリックシンドローム発症機構の解明 

我々は sirtuin ファミリーに属する SIRT7 が肥満・糖尿病・脂肪肝など様々な疾患の発症に重要な働きを 

になっていることを明らかにした（Cell Metabolism 2014, Nature Communications 2018, Nature   

Communications 2022）。SIRT7 を分子標的とした脂肪肝やメタボリックシンドロームに対する新規治療

法の開発を行う。 
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【特殊技術・特殊装置】遺伝子クローニング、シークエンス、定量ＰＣＲ、プルダウンアッセイ、免疫沈降、 
細胞培養（レトロ・アデノウイルスによる遺伝子導入）、siRNA/shRNA によるノックダウン、 
レポーターアッセイ、ChIP アッセイ、シングルセル解析、エピゲノム解析、膵島単離、肝細胞単離、 
低酸素培養、FACS、インスリン分泌実験、ELISA、免疫染色 
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